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第１章 アンケート調査概要 

１ 調査目的 

市民・事業者の環境に関する意識を把握するため、アンケートを通じて調査を

実施しました。 

 

２ 調査内容 

調査の内容は、表 1-1のとおりです。 

 

表 1-1 調査内容 

項目 市民 事業者 

調査対象 
市内に在住する 

満 20歳以上の市民（1,500人） 
市内の事業所（200事業所） 

実施方法 郵送配布・郵送回収による郵送調査法及び Web調査 

調査期間 令和 4年 7月 8日 ～ 7月 24日 

回 収 率 
33.9 ％ 

（509通／1,500通） 

41.5 ％ 

（83通／200通） 

 

 
 

第２章 アンケート調査結果（市民編） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 性別             図 2-2 年齢 

 

 

  

問１ あなたご自身のことについてお尋ねします。項目ごとにあてはまる番号を○で囲

んでください。（それぞれ１つ選択） 

 

男性

42.7%
女性

57.3%

20～29歳

6.1%

30～39歳

7.3%

40～49歳

14.7%

50～59歳

18.4%

60～69歳

22.4%

70歳以上

31.1%
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図 2-3 居住地域           図 2-4 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 居住形態           図 2-6 居住年数 

 

 

  

単身

12.2%

夫婦のみ

32.8%2世代

45.8%

3世代

7.8%

その他

1.4%

南山崎小学校区

5.7% 北山崎小学校区

11.9%

郡中小学校区

42.7%

伊予小学校区

19.0%

中山・佐礼谷

小学校区

9.5%

由並・翠・下灘

小学校区

11.3%

持ち家（一戸建て）

89.7%

持ち家（アパート・

マンション等）

1.0%

民間賃貸住宅

（一戸建て）

2.0%

民間賃貸住宅（アパート・

マンション等）

4.8%

社宅、公営住宅

（市営住宅等）

2.4% その他

0.2%

3年未満

6.4%

3～5年

6.0%

6～10年

7.0%

11～15年

9.8%

16～20年

8.4%

21年以上

62.5%
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図 2-7（1） 環境に関する充実希望度 

  

問２ 伊予市の環境に関する各項目について充実希望度・現時点の満足度についてお尋ねしま

す。最もあてはまる番号を 1つ選んで○で囲んでください。 

大気汚染の防止に向けた取組が推進され、きれいな空気
が確保されている

土壌汚染の防止に向けた取組が推進され、きれいな土や
地下水が確保されている

豊かな自然環境の保全に向けて、身近な緑が保全・再生さ
れている

水質汚染の防止に向けた取組が推進され、きれいな川や
海が確保されている

放射性物質による環境汚染がなく、生活環境が保全されて
いる

廃棄物の発生抑制及び減量・資源化が推進され、循環型
社会が形成されている

家庭における食品ロスや、事業者における食品廃棄物の
削減が推進されている

エコバッグの活用や過剰梱包の防止など、プラスチックご
みの削減に向けた取組が定着している

騒音・振動・悪臭の防止に向けた取組が推進され、快適な
生活環境が確保されている

公園や緑地など新たに緑が創出され、潤いのある生活環
境が確保されている

伊予市ならではの景観を保全するとともに、良好な景観が
形成されている

安全・安心な食を身近で確保するための地産地消が実践
されている

水と緑が調和した自然空間があり、四季折々の自然環境
が形成されている

多様な生物の生息・生育環境の保全のため、今ある自然
環境への配慮が十分なされ、都市環境・居住環境と豊かな
自然とが調和している

文化財や優れた歴史的な遺産が適切に保全されている

学校や地域、事業所などあらゆる社会の中で、環境教育・
環境学習が推進され、環境を意識した行動が広がっている

より多くの市民・事業者が環境への関心と意識を高く持つ
ことで、さまざまな環境保全活動と環境美化活動が展開さ
れている

地球温暖化対策について、市民・事業者・行政の力を活か
した地域からの行動が進められている

環境に優しい都市システムによる脱炭素社会が創造され
ている

エネルギーの地産地消を見据えた再生可能エネルギーの
活用とマネジメントが行われている

環境への負荷を低減し、未来へつなげる循環型社会が実
現されている

市民や事業者をけん引する行政の率先的取組が推進され
ている

地球温暖化対策の取組に民間事業者を誘導する仕組み
が実現されている

1%

1%

1%

1%

3%

1%

1%

2%

1%

2%

2%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

5%

3%

5%

3%

4%

2%

3%

5%

5%

5%

3%

5%

4%

3%

6%

4%

4%

3%

5%

4%

4%

4%

3%

28%

28%

22%

22%

24%

28%

30%

22%

26%

22%

29%

23%

25%

28%

33%

34%

30%

32%

34%

36%

33%

35%

38%

21%

22%

26%

24%

16%

26%

25%

29%

21%

31%

23%

27%

26%

29%

26%

25%

28%

24%

23%

21%

22%

21%

21%

44%

45%

45%

50%

53%

43%

41%

42%

46%

41%

42%

45%

44%

38%

34%

36%

38%

41%

37%

37%

41%

40%

37%

希望しない あまり希望しない どちらともいえない

やや充実させてほしい 充実させてほしい
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図 2-7（2） 環境に関する満足度 

 

 

  

大気汚染の防止に向けた取組が推進され、きれいな空気
が確保されている

土壌汚染の防止に向けた取組が推進され、きれいな土や
地下水が確保されている

豊かな自然環境の保全に向けて、身近な緑が保全・再生さ
れている

水質汚染の防止に向けた取組が推進され、きれいな川や
海が確保されている

放射性物質による環境汚染がなく、生活環境が保全されて
いる

廃棄物の発生抑制及び減量・資源化が推進され、循環型
社会が形成されている

家庭における食品ロスや、事業者における食品廃棄物の
削減が推進されている

エコバッグの活用や過剰梱包の防止など、プラスチックご
みの削減に向けた取組が定着している

騒音・振動・悪臭の防止に向けた取組が推進され、快適な
生活環境が確保されている

公園や緑地など新たに緑が創出され、潤いのある生活環
境が確保されている

伊予市ならではの景観を保全するとともに、良好な景観が
形成されている

安全・安心な食を身近で確保するための地産地消が実践
されている

水と緑が調和した自然空間があり、四季折々の自然環境
が形成されている

多様な生物の生息・生育環境の保全のため、今ある自然
環境への配慮が十分なされ、都市環境・居住環境と豊かな
自然とが調和している

文化財や優れた歴史的な遺産が適切に保全されている

学校や地域、事業所などあらゆる社会の中で、環境教育・
環境学習が推進され、環境を意識した行動が広がっている

より多くの市民・事業者が環境への関心と意識を高く持つ
ことで、さまざまな環境保全活動と環境美化活動が展開さ
れている

地球温暖化対策について、市民・事業者・行政の力を活か
した地域からの行動が進められている

環境に優しい都市システムによる脱炭素社会が創造され
ている

エネルギーの地産地消を見据えた再生可能エネルギーの
活用とマネジメントが行われている

環境への負荷を低減し、未来へつなげる循環型社会が実
現されている

市民や事業者をけん引する行政の率先的取組が推進され
ている

地球温暖化対策の取組に民間事業者を誘導する仕組み
が実現されている

1%

1%

1%

3%

1%

3%

3%

1%

5%

4%

2%

1%

2%

3%

2%

2%

2%

4%

3%

6%

4%

6%

7%

6%

6%

6%

15%

3%

10%

15%

10%

15%

13%

11%

5%

4%

8%

6%

10%

14%

14%

15%

16%

17%

18%

15%

30%

38%

34%

38%

30%

48%

48%

25%

35%

37%

36%

29%

25%

40%

51%

49%

53%

60%

66%

62%

61%

59%

64%

43%

42%

44%

35%

39%

32%

29%

52%

35%

34%

39%

51%

49%

39%

35%

34%

28%

19%

12%

12%

14%

14%

12%

19%

13%

15%

10%

28%

7%

6%

13%

11%

12%

12%

14%

20%

10%

7%

6%

4%

3%

3%

4%

3%

3%

3%

不満である やや不満である どちらともいえない

まあ満足している 満足している



 

 5 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 省エネ行動の実践状況 

  

問３ 日頃行っている環境保全の取組についてお尋ねします。項目ごとに最もあてはまる番号

を 1 つ選んで○で囲んでください。該当する機器を保有していない等の場合は、「該当

しない」に○をつけてください。 

不要な照明はこまめに消灯している

テレビを見ていないときはこまめに消している

エアコンの温度調節をしている（冷房２８℃、暖房２
０℃）

エアコンのフィルター掃除をしている

季節に合わせて冷蔵庫内の温度を調節している

冷蔵庫内に物を詰め込みすぎないようにしている

冷蔵庫の扉の開閉回数・開閉時間を短くしている

冷蔵庫は壁から適切な間隔をあけて設置している

ガスコンロの火は、なべ底からはみ出さないように調
節している

ＩＨクッキングヒーターはなべ底の水滴をよく拭き取っ
てから使用している

炊飯器や電気ポットの保温時間はなるべく短くしてい
る

シャワーを流しっぱなしにせず、使用時間を短くして
いる

温水洗浄便座の温度設定を低めにしている

風呂は、間隔をあけずに入るようにしている（追い焚
きをしないようにしている）

近距離の移動はなるべく歩きや自転車を使っている

運転するときは、エコドライブを心がけている（急発
進、急加速をしないようにしている）

駐停車をするときは、エンジンを切っている

電気製品を使わないときは、コンセントからプラグを
抜いている

買い物に行くときは、マイバッグを使用している

地元で作られた食材を購入している

69%

61%

48%

32%

15%

32%

40%

71%

49%

42%

51%

62%

61%

49%

25%

59%

59%

17%

82%

34%

29%

31%

31%

50%

20%

38%

42%

9%

13%

9%

22%

26%

15%

27%

33%

25%

26%

35%

13%

53%

1%

6%

11%

13%

41%

22%

14%

12%

5%

6%

16%

9%

7%

12%

24%

6%

3%

29%

1%

10%

0%

1%

7%

2%

16%

5%

3%

5%

1%

1%

5%

1%

3%

4%

11%

1%

2%

17%

2%

1%

0%

3%

3%

7%

2%

1%

3%

33%

42%

7%

2%

14%

7%

7%

8%

9%

3%

1%

2%

いつもしている ときどきしている

現在はしていないが今後はしたい 現在はしていないし今後もしたくない

該当しない
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図 2-9 省エネ行動に取り組めていない理由 

 

 

  

問４ 問３にあるような環境保全の取組を実施するために、支障があると感じるものは何です

か。最もあてはまる番号を 1つ選んで○で囲んでください。 

生活習慣だから

変えにくい

30.2%

手間がかかる

14.3%

費用がかかる

11.9%

日常生活が

不便になる

11.5%

取組を行っても効果が

分からない、あるいは

実感がわかない

21.7%

どのような取組をすれば

良いのか分からない

7.0%

その他

3.4%
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図 2-10 省エネ設備・再生可能エネルギーの導入状況 

 

  

問５ 省エネ設備や再生可能エネルギー（以下、再エネ）の導入状況についてお尋ねします。

最もあてはまる番号を 1つ選んで○で囲んでください。 

住宅用太陽光発電システムの導入

屋根や壁面、窓は、断熱性や気密性が高いものを使用

エコジョーズ、エコウィル、エコキュートなど、効率の良
い給湯機の導入

家庭用燃料電池システム（エネファーム）の設置

蓄電池の導入

電力消費や待機電力の少ない家電製品への買い替え

ＬＥＤ　など高効率照明の導入

排出ガスが少なく燃費の良い自動車への買い替え

電気自動車（ＥＶ）の導入

燃料電池自動車（ＦＣＶ）の導入

屋上緑化や壁面緑化、緑のカーテンなど建物の緑化

家庭ごみの減量のため、電動生ごみ処理機、生ごみ処
理器（コンポスト容器、キエーロ等）の活用

雨水貯留槽の設置

ＨＥＭＳの導入

既存住宅のＺＥＨ化

33%

21%

23%

46%

40%

10%

3%

15%

35%

45%

39%

32%

51%

52%

51%

49%

46%

32%

50%

51%

57%

29%

52%

59%

50%

50%

57%

44%

45%

46%

2%

3%

3%

2%

4%

17%

19%

9%

5%

4%

3%

3%

2%

1%

1%

17%

31%

42%

2%

4%

16%

49%

24%

2%

1%

8%

8%

4%

2%

2%

導入予定はなく、関心もない 導入予定はないが、関心はある

導入検討中（予定含む） 導入済み
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図 2-11 優先して取り組むべき施策 

 

  

問６ 今後の伊予市が行う様々な環境行政施策についてお伺いします。行政が、特に優先して

取り組むべき施策は、何だとお考えですか。特にあてはまる番号を３つまで選んで○で

囲んでください。 

10.5%

7.9%

18.1%

23.5%

35.1%

34.3%

13.4%

14.4%

25.4%

3.7%

8.3%

16.8%

6.1%

11.4%

18.1%

15.0%

19.9%

8.7%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大気汚染の防止

土壌汚染の防止

地下水の汚染防止

自然の緑地や水辺の保護・保全

河川・海等の水質汚濁の防止

ごみの減量化・資源化

騒音・振動・悪臭の防止

公園等の街なみの緑化

農水産物の地産地消の推進

生物多様性の保全

環境教育の推進

環境保全活動・美化活動の推進

エネルギーの地産地消

再エネの導入促進

環境にやさしい交通手段の整備

省エネルギー設備の導入促進

地球温暖化への適応

環境施策の情報提供・ＰＲの充実

その他
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図 2-12 希望する再エネの導入方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 再エネ導入の際に伊予市に期待する支援 

 

 

 

問７ 再エネの利用方法についてお尋ねします。今後、伊予市において再エネを推進していく

場合、どのような導入方法を望まれますか。あてはまる番号を 1つ選んで○で囲んでく

ださい。 

問８ 問７で「１．個人の住宅に導入して自家消費する」を選んだ方にお尋ねします。再エネ

の導入に際し、伊予市に期待する支援はなんですか。あてはまる番号をすべて選んで○

で囲んでください。 

個人の住宅に導入

して自家消費する

27.4%

役所や電気事業者主体で

地域に導入し、得られた

エネルギーを個人が購入

する

19.2%

個人での利用より、公

共施設などで地域とし

て利用していく

45.4%

再エネの利用にあ

まり関心がない

8.0%

設備の設置や維持管理にかかる費用の
補助

設備の老朽化や破損時の対応に関する
情報提供

再エネ施工事業者などに関する情報提供

個人での再エネ導入事例やコストに関す
る情報提供

再エネの種類（発電や熱利用、太陽光パ
ネルによる違いなど）に関する情報提供

その他

90.9%

37.9%

23.5%

43.2%

39.4%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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図 2-14 伊予市における地球温暖化の影響 

  

問９ 伊予市において、既に地球温暖化の影響を受けていると感じるものについてお尋ねしま

す。あてはまる番号をすべて選んで○で囲んでください。 

13.7%

20.3%

30.5%

32.7%

4.8%

15.3%

16.3%

40.0%

13.5%

11.6%

20.5%

17.9%

24.5%

8.6%

31.3%

36.5%

11.8%

14.7%

7.6%

22.7%

25.1%

61.2%

6.8%

23.5%

40.2%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コメの品質低下や収量減少

果物の品質低下

野菜の品質低下や収穫時期の変動

河川の水量減少や水質悪化

麦や大豆、飼料作物の品質低下や収量減少

海産物の養殖業への影響

食料供給力の低下

渇水や地下水量の減少

樹木の植生の変化

市内に生息する生き物の種類の変化

河川に生息する生き物の種類の変化

海に生息する生き物の種類の変化

桜などの開花時期の変化

市内に生息する生き物の生息域の変化

外来種の増加

洪水や浸水害のリスクの増加

高潮や高波のリスクの増加

海面水位の上昇

海岸線の浸食

強風被害の増加

気温上昇による病状の悪化

熱中症リスクの増加

デング熱などの感染症リスクの増加

ヒートアイランド現象の進行

台風などの自然災害によるｲﾝﾌﾗ・ﾗｲﾌﾗｲﾝへの影響

特になし



 

 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-15 重点的に対策すべき影響 

  

問 10 地球温暖化の影響について、伊予市で今後、重点的に対策していくべき事項についてお

尋ねします。あてはまる番号をすべて選んで○で囲んでください。 

15.2%

16.5%

21.1%

29.9%

7.1%

11.4%

23.6%

41.7%

8.3%

5.7%

8.9%

9.6%

3.9%

5.1%

15.7%

40.4%

16.9%

9.1%

7.5%

18.1%

17.9%

39.4%

6.5%

14.6%

48.0%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コメの品質低下や収量減少

果物の品質低下

野菜の品質低下や収穫時期の変動

河川の水量減少や水質悪化

麦や大豆、飼料作物の品質低下や収量減少

海産物の養殖業への影響

食料供給力の低下

渇水や地下水量の減少

樹木の植生の変化

市内に生息する生き物の種類の変化

河川に生息する生き物の種類の変化

海に生息する生き物の種類の変化

桜などの開花時期の変化

市内に生息する生き物の生息域の変化

外来種の増加

洪水や浸水害のリスクの増加

高潮や高波のリスクの増加

海面水位の上昇

海岸線の浸食

強風被害の増加

気温上昇による病状の悪化

熱中症リスクの増加

デング熱などの感染症リスクの増加

ヒートアイランド現象の進行

台風などの自然災害によるｲﾝﾌﾗ・ﾗｲﾌﾗｲﾝへの影響

特になし
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図 2-16 電力会社の変更について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-17 電力会社を選ぶときに重視した点 

 

 

 

問 11 2016 年 4 月に電力小売が全面自由化され、一般家庭でも電気の購入先を選ぶことがで

きるようになったことを受け、あなたは自宅の電力会社を変更しましたか。あてはまる

番号を１つ選んで○をつけてください。 

問 12 問 11 で「１．変更した」を選んだ方にお尋ねします。電力会社を選ぶときに、重視し

た点として最もあてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

変更した

10.3%

変更していない

84.4%

知らなかった

5.3%

価格

54.0%

ポイント等での他

サービスとの連携

32.0%

再エネでの発電等、

環境への配慮（電力

排出係数を含む）

2.0%

災害時の電力

供給能力

0.0%

特にない

8.0%

その他

4.0%
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図 2-18 わかりやすい情報提供の方法 

 

 

別紙  

問 13 どの媒体で環境関連の情報発信を行うと分かりやすいですか。最もあてはまる番号を 3

つまで選んで○で囲んでください。 

問 14 最後に伊予市の環境行政へのご意見がございましたら、ご自由にお書きください。 

11.4%

26.2%

11.2%

56.7%

40.7%

7.5%

67.1%

32.3%

13.4%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の先生のお話

地域活動を通じて

友人との会話

国・県・市などの広報誌

新聞・雑誌・書籍

家族との会話

テレビ・ラジオ

インターネット・メール配信

ＳＮＳ（フェイスブック等）

その他
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第３章 アンケート調査結果（事業者編） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 所在地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 業種 

  

問１ 貴事業所についてお尋ねします。あてはまる番号を○で囲んでください。 

南山崎小学校区

1.2%

北山崎小学校区

9.9%

郡中小学校区

54.3%伊予小学校区

12.3%

中山・佐礼谷

小学校区

9.9%

由並・翠・下灘

小学校区

12.3%

農林漁業

4.9% 建設業

7.4%

製造業

6.2%

電気、ガス、熱

供給、水道業

1.2%

運輸業

4.9%

卸売、小売業

29.6%

金融、保険業

3.7%

不動産、物品賃貸業

1.2%

学術研究、専門・

技術サービス業

6.2%

宿泊業、飲食サービス業

2.5%

生活サービス関連

業、娯楽業

4.9%

教育、学習支援業

3.7% 医療、福祉

12.3%

サービス業(他に分

類されないもの)

11.1%
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図 3-3 従業員規模           図 3-4 事業所の所有形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 事業所の所有形態 

 

  

20人以下

75.0%

21～29人

3.8%

30～49人

6.3%

50～99人

10.0%

100～199人

2.5%

200～299人

0.0% 300人以上

2.5%

事務所・営業所

37.8%

工場・作業所

8.5%

店舗

45.1%

その他

8.5%

自社保有

76.5%

賃貸（建物全体）

13.6%

賃貸（一部）

7.4%

その他

2.5%
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図 3-6（1） 環境に関する充実希望度 

  

問２ 伊予市の環境に関する各項目について充実希望度・現時点の満足度についてお尋ねしま

す。項目ごとに最もあてはまる番号を１つ選んで○で囲んでください。 

大気汚染の防止に向けた取組が推進され、きれい
な空気が確保されている

土壌汚染の防止に向けた取組が推進され、きれい
な土や地下水が確保されている

豊かな自然環境の保全に向けて、身近な緑が保全・
再生されている

水質汚染の防止に向けた取組が推進され、きれい
な川や海が確保されている

放射性物質による環境汚染がなく生活環境が保全
されている

廃棄物の発生抑制及び減量・資源化が推進され、循
環型社会が形成されている

家庭における食品ロスや、事業者における食品廃棄
物の削減が推進されている

エコバッグの活用や過剰梱包の防止など、プラス
チックごみの削減に向けた取組が定着している

騒音・振動・悪臭の防止に向けた取組が推進され、
快適な生活環境が確保されている

公園や緑地など新たに緑が創出され、潤いのある生
活環境が確保されている

伊予市ならではの景観を保全するとともに、良好な
景観が形成されている

安全・安心な食を身近で確保するための地産地消
が実践されている

水と緑が調和した自然空間があり、四季折々の自然
環境が形成されている

多様な生物の生息・生育環境の保全のため、今ある
自然環境への配慮が十分なされ、都市環境・居住環
境と豊かな自然とが調和している

文化財や優れた歴史的な遺産が適切に保全されて
いる

学校や地域、事業所などあらゆる社会の中で、環境
教育・環境学習が推進され、環境を意識した行動が
広がっている
より多くの市民・事業者が環境への関心と意識を高
く持つことで、さまざまな環境保全活動と環境美化活
動が展開されている

地球温暖化対策について、市民・事業者・行政の力
を活かした地域からの行動が進められている

環境に優しい都市システムによる脱炭素社会が創
造されている

エネルギーの地産地消を見据えた再生可能エネル
ギーの活用とマネジメントが行われている

環境への負荷を低減し、未来へつなげる循環型社
会が実現されている

市民や事業者をけん引する行政の率先的取組が推
進されている

地球温暖化対策の取組に民間事業者を誘導する仕
組みが実現されている

3%

1%

1%

0%

1%

1%

1%

5%

1%

0%

3%

3%

4%

3%

3%

3%

3%

0%

0%

0%

0%

0%

3%

5%

5%

5%

5%

1%

1%

1%

1%

1%

5%

4%

5%

4%

3%

3%

4%

4%

0%

3%

4%

3%

5%

4%

25%

27%

21%

17%

31%

30%

29%

27%

27%

30%

30%

19%

22%

29%

34%

27%

29%

44%

42%

38%

34%

31%

36%

20%

23%

25%

35%

13%

29%

33%

25%

29%

22%

23%

32%

26%

25%

24%

23%

26%

21%

22%

20%

24%

27%

26%

47%

44%

47%

43%

53%

38%

36%

41%

41%

42%

40%

41%

44%

41%

36%

42%

38%

36%

33%

38%

39%

36%

31%

希望しない あまり希望しない どちらともいえない

やや充実させてほしい 充実させてほしい
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図 3-6（2） 環境に関する満足度 

  

大気汚染の防止に向けた取組が推進され、きれい
な空気が確保されている

土壌汚染の防止に向けた取組が推進され、きれい
な土や地下水が確保されている

豊かな自然環境の保全に向けて、身近な緑が保全・
再生されている

水質汚染の防止に向けた取組が推進され、きれい
な川や海が確保されている

放射性物質による環境汚染がなく生活環境が保全
されている

廃棄物の発生抑制及び減量・資源化が推進され、循
環型社会が形成されている

家庭における食品ロスや、事業者における食品廃棄
物の削減が推進されている

エコバッグの活用や過剰梱包の防止など、プラス
チックごみの削減に向けた取組が定着している

騒音・振動・悪臭の防止に向けた取組が推進され、
快適な生活環境が確保されている

公園や緑地など新たに緑が創出され、潤いのある生
活環境が確保されている

伊予市ならではの景観を保全するとともに、良好な
景観が形成されている

安全・安心な食を身近で確保するための地産地消
が実践されている

水と緑が調和した自然空間があり、四季折々の自然
環境が形成されている

多様な生物の生息・生育環境の保全のため、今ある
自然環境への配慮が十分なされ、都市環境・居住環
境と豊かな自然とが調和している

文化財や優れた歴史的な遺産が適切に保全されて
いる

学校や地域、事業所などあらゆる社会の中で、環境
教育・環境学習が推進され、環境を意識した行動が
広がっている
より多くの市民・事業者が環境への関心と意識を高
く持つことで、さまざまな環境保全活動と環境美化活
動が展開されている

地球温暖化対策について、市民・事業者・行政の力
を活かした地域からの行動が進められている

環境に優しい都市システムによる脱炭素社会が創
造されている

エネルギーの地産地消を見据えた再生可能エネル
ギーの活用とマネジメントが行われている

環境への負荷を低減し、未来へつなげる循環型社
会が実現されている

市民や事業者をけん引する行政の率先的取組が推
進されている

地球温暖化対策の取組に民間事業者を誘導する仕
組みが実現されている

3%

3%

3%

4%

3%

3%

4%

5%

1%

1%

1%

1%

1%

3%

3%

3%

1%

4%

4%

6%

3%

1%

5%

4%

8%

1%

7%

3%

4%

8%

15%

6%

9%

4%

4%

1%

11%

10%

12%

8%

14%

12%

30%

38%

27%

38%

38%

59%

62%

38%

46%

36%

48%

40%

35%

49%

59%

59%

63%

65%

71%

68%

74%

63%

72%

38%

41%

49%

43%

34%

25%

27%

41%

35%

33%

30%

36%

41%

34%

27%

23%

24%

19%

13%

12%

9%

10%

10%

28%

14%

18%

8%

27%

7%

5%

14%

6%

14%

14%

14%

23%

11%

12%

11%

9%

5%

5%

5%

5%

6%

4%

不満である やや不満である どちらともいえない

まあ満足している 満足している
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図 3-7 省エネ行動の実践状況 

  

問３ 節電や省エネ行動として望まれる次の各行動についてお尋ねします。項目ごとに最も

あてはまる番号を１つ選んで○で囲んでください。該当する機器を保有していない等

の場合は、「該当しない」に○をつけてください。 

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ(ｽｰﾊﾟｰｸｰﾙﾋﾞｽﾞ)・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの推進等により、ｴｱ
ｺﾝやﾌｧﾝﾋｰﾀーなどの温度設定をこまめに調節している

事務所内の会議室やﾄｲﾚなどの照明は、こまめに消灯し
ている

昼休みは室内消灯をしている

ノー残業デーを設定・実施している

電球・蛍光灯の部分除去等による減灯をしている

パソコンなどの事務用機器は省エネモードに設定してい
る

空調を使用する時は、窓や扉を閉めたり、ブラインドを活
用するなど効率利用に努めている

中間期･冬期は外気の取り入れを行い、冷房時間を短縮
している

空調は、必要最低限の外気取り入れを行っている

冷房期は、空調の起動順序を変更し、外気のｶｯﾄに努め
ている

冷暖房時の冷温水温度を調節している

冷却水温度を調節している

ボイラーの燃焼空気比を調節し、燃焼効率の向上に努め
ている

ノーカーデーを推進するとともに、エコドライブを実践して
いる

環境への貢献（ＣＳＲ）に取り組むとともに、環境に関する
市の事業（清掃活動など）に参加している

エコマーク付き商品など、環境にやさしい製品を購入する
ようにしている

6%

4%

14%

24%

8%

12%

4%

4%

8%

15%

23%

40%

57%

22%

11%

8%

5%

2%

22%

35%

29%

19%

6%

5%

8%

21%

24%

27%

19%

48%

41%

19%

39%

10%

22%

11%

11%

13%

16%

13%

22%

18%

13%

9%

6%

12%

29%

46%

51%

84%

42%

30%

52%

55%

75%

78%

61%

46%

39%

24%

18%

18%

18%

27%

該当しない いいえ ときどき はい
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図 3-8 省エネ行動に取り組めていない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-9 省エネ行動・温室効果ガス削減を行う理由 

 

 

 

 

 

 

問４ 問３で「いいえ」と回答した項目が１つ以上あった方にお尋ねします。取り組めていな

い理由について、最もあてはまる番号を１つ選んで○で囲んでください。 

問５ 貴事業所が省エネ行動や温室効果ガス削減の取組を行う理由をお尋ねします。あてはま

る番号をすべて○で囲んでください。 

業務活動上困難で

ある

44.4%

手間がかかる

1.9%

経費・費用がかかる

7.4%

業務上で不便

になる

22.2%

取組を行っても効果

が分からない、ある

いは実感がわかない

7.4%

どのような取組をすれば

良いのか分からない

13.0%

その他

3.7%

60.3%

26.9%

62.8%

15.4%

5.1%

20.5%

5.1%

32.1%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境への貢献（ＣＳＲ）

地域貢献活動

コスト削減

企業ＰＲ・自社イメージの向上

商品ＰＲ

従業員の意識向上

顧客獲得・販路開拓

省エネ法・温暖化対策法等

その他
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図 3-10 省エネ設備・再生可能エネルギーの導入状況 

 

  

問６ 省エネ設備や再生可能エネルギー（以下、再エネ）の導入状況についてお尋ねします。

項目ごとに最もあてはまる番号を 1つ選んで○で囲んでください。 

省エネ法の施行による削減

ＥＳＣＯ事業による省エネ技術の導入

ＬＥＤなどの高効率照明の導入

高効率のボイラーやモーターなどの導入

ヒートポンプ、潜熱回収、ガスエンジンなど高効率
空調の導入

冷水・冷却水ポンプ、空気調和機等インバータ制
御の導入

建築物の省エネ性能の向上

コージェネレーションシステムなどの高効率発電
設備の導入

電気自動車（ＥＶ）の導入

燃料電池自動車（ＦＣＶ）の導入

屋上緑化や壁面緑化、緑のカーテンなど建物の
緑化

太陽光発電システムの導入

ＢＥＭＳの導入

建物のＺＥＢ化

従業員一人ひとりの環境への意識向上に向けた
啓発や研修

24%

31%

5%

52%

55%

53%

28%

54%

31%

43%

30%

32%

54%

54%

34%

50%

56%

26%

39%

40%

41%

55%

43%

62%

53%

60%

51%

39%

42%

48%

12%

8%

17%

4%

4%

5%

9%

3%

6%

4%

6%

7%

4%

4%

10%

14%

5%

52%

5%

1%

1%

9%

1%

4%

10%

3%

9%

実施予定はなく、関心もない 実施予定はないが、関心はある

実施検討中（予定含む） 実施済み
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図 3-11 優先して取り組むべき施策 

 

  

問７ 今後の伊予市が行う様々な環境行政施策についてお伺いします。行政が、特に優先し

て取り組むべき施策は、何だとお考えですか。特にあてはまる番号を３つまで選んで

○で囲んでください。 

11.0%

4.9%

12.2%

25.6%

36.6%

32.9%

13.4%

20.7%

36.6%

3.7%

6.1%

17.1%

18.3%

14.6%

19.5%

11.0%

18.3%

3.7%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大気汚染の防止

土壌汚染の防止

地下水の汚染防止

自然の緑地や水辺の保護・保全

河川・海等の水質汚濁の防止

ごみの減量化・資源化

騒音・振動・悪臭の防止

公園等の街なみの緑化

農水産物の地産地消の推進

生物多様性の保全

環境教育の推進

環境保全活動・美化活動の推進

エネルギーの地産地消

再エネの導入促進

環境にやさしい交通手段の整備

省エネルギー設備の導入促進

地球温暖化への適応

環境施策の情報提供・ＰＲの充実

その他
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図 3-12 希望する再エネの導入方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-13 再エネ導入の際に伊予市に期待する支援 

 

  

問８ 再エネの利用方法についてお尋ねします。今後、伊予市において再エネを推進していく

場合、どのような導入方法を望まれますか。あてはまる番号を 1つ選んで○で囲んでく

ださい。 

問９ 問 8で「１．個々の事業所・工場に導入して自家消費する」を選んだ方にお尋ねします。

再エネの導入に際し、伊予市に期待する支援はなんですか。あてはまる番号をすべて選

んで○で囲んでください。 

個々の事業所・工場に

導入して自家消費する

22.2%

役所や電気事業者主体で地

域に導入し、得られたエネ

ルギーを事業所が購入する

25.9%

事業所での利用より、

公共施設などで地域と

して利用していく

42.0%

再エネの利用にあまり

関心がない

9.9%

設備の設置や維持管理にかかる費用の
補助

設備の老朽化や破損時の対応に関する
情報提供

再エネ施工事業者などに関する情報提供

事業所・工場での再エネ導入事例やコスト
に関する情報提供

再エネの種類（発電や熱利用、太陽光パ
ネルによる違いなど）に関する情報提供

83.3%

27.8%

22.2%

27.8%

22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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図 3-14 伊予市における気候変動の影響 

 

  

問 10 伊予市において、既に地球温暖化の影響を受けていると感じるものについてお尋ねし

ます。あてはまる番号をすべて選んで○で囲んでください。 

12.3%

18.5%

29.6%

32.1%

9.9%

16.0%

14.8%

27.2%

3.7%

6.2%

8.6%

16.0%

16.0%

3.7%

21.0%

25.9%

6.2%

7.4%

4.9%

21.0%

18.5%

53.1%

4.9%

16.0%

29.6%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コメの品質低下や収量減少

果物の品質低下

野菜の品質低下や収穫時期の変動

河川の水量減少や水質悪化

麦や大豆、飼料作物の品質低下や収量減少

海産物の養殖業への影響

食料供給力の低下

渇水や地下水量の減少

樹木の植生の変化

市内に生息する生き物の種類の変化

河川に生息する生き物の種類の変化

海に生息する生き物の種類の変化

桜などの開花時期の変化

市内に生息する生き物の生息域の変化

外来種の増加

洪水や浸水害のリスクの増加

高潮や高波のリスクの増加

海面水位の上昇

海岸線の浸食

強風被害の増加

気温上昇による病状の悪化

熱中症リスクの増加

デング熱などの感染症リスクの増加

ヒートアイランド現象の進行

台風などの自然災害によるｲﾝﾌﾗ・ﾗｲﾌﾗｲﾝへの影響

特になし
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図 3-15 重点的に対策すべき影響 

 

 

  

問 11 地球温暖化の影響について、伊予市で今後、重点的に対策していくべき事項についてお

尋ねします。あてはまる番号をすべて選んで○で囲んでください。 

11.4%

22.8%

25.3%

32.9%

11.4%

7.6%

22.8%

35.4%

5.1%

11.4%

10.1%

8.9%

3.8%

2.5%

12.7%

24.1%

12.7%

8.9%

5.1%

12.7%

16.5%

36.7%

10.1%

19.0%

44.3%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コメの品質低下や収量減少

果物の品質低下

野菜の品質低下や収穫時期の変動

河川の水量減少や水質悪化

麦や大豆、飼料作物の品質低下や収量減少

海産物の養殖業への影響

食料供給力の低下

渇水や地下水量の減少

樹木の植生の変化

市内に生息する生き物の種類の変化

河川に生息する生き物の種類の変化

海に生息する生き物の種類の変化

桜などの開花時期の変化

市内に生息する生き物の生息域の変化

外来種の増加

洪水や浸水害のリスクの増加

高潮や高波のリスクの増加

海面水位の上昇

海岸線の浸食

強風被害の増加

気温上昇による病状の悪化

熱中症リスクの増加

デング熱などの感染症リスクの増加

ヒートアイランド現象の進行

台風などの自然災害によるｲﾝﾌﾗ・ﾗｲﾌﾗｲﾝへの影響

特になし
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図 3-16 カーボンニュートラル達成に向けて考えている対策 

 

 

  

問 12 伊予市は、令和４年３月１８日市議会定例会において、2050 年までに二酸化炭素排出

量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」を目指すことを宣言しました。貴事業所で

は、2050 年カーボンニュートラル達成を目指す上で、どのような対策を考えています

か。あてはまる番号をすべて選んで○で囲んでください 

省エネの推進によるエネルギー消費量
の低減を促進する

在宅勤務、リモート会議等の働き方改革
により温室効果ガスの排出を抑制する

脱炭素化等の技術研究を進め、イノベー
ションを起こす

自社電源として、再エネ電源の導入によ
る電力の脱炭素化を促進する

生産プロセスでの温室効果ガスの排出を
抑制する

植林等により吸収源拡大に向けた取組
を行う

温室効果ガス排出量を減らすための省
エネを推進する計画を策定する

その他

特に考えていない

54.3%

14.8%

12.3%

11.1%

8.6%

16.0%

11.1%

0.0%

29.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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図 3-17 わかりやすい情報提供の方法 

  

問 13 どの媒体で情報提供を行うとわかりやすいですか。最もあてはまる番号を３つまで選

んで○で囲んでください。 

23.2%

34.1%

8.5%

43.9%

31.7%

7.3%

47.6%

39.0%

18.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講習会や研修会

地域活動を通じて

友人との会話

国・県・市などの広報誌

新聞・雑誌・書籍

家族との会話

テレビ・ラジオ

インターネット・メール配信

ＳＮＳ（フェイスブック等）
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別紙 

問 14 最後に伊予市の環境行政へのご意見がございましたら、ご自由にお書きください。 


